
※
地理学習に重要なことは、私たちを取りまく環境は、それぞれの場所によって違いがあることに気
づくことであり、その違いや共通性はどのような理由や背景があるのかを調べることである。この
ため私たちは、毎日のテレビや新聞の報道に注意し、世の中の動きを知ることが大事である。

学習の手引き（シラバス）

考査範囲

５、学習にあたっての注意とアドバイス

科目名 地理Ａ

教科書・地図帳・ノート・学習プリントなど、地理の学習に必要なものを事前に用意しておくこと。
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的に評価する。
毎学期ごとの考査の成績だけでなく、日ごろの学習状況や各種課題の提出状況をみながら、総合

４、評価の方法
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標準高等地図（帝国書院）

２、科目の目標

１、教科書・副教材

３、学習の計画

今日の複雑化した社会を生きていく上で、地理的教養は欠くことができないものである。
この科目で地理的教養の基礎を培い、空間的かつ共時的に考える力を養うことを目標とする。
日本地理と世界地理を学習することで地域で生活しながらも地球的視野で物事を考えられるよう、
基礎の構築を目指す。
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